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い て の 検 討

266　　　　 両側卵巣摘出 モ ル モ ッ トの 卵管平滑

筋 に おけ る ア ドレ ナ リ ソ の 反応性 と卵巣ス テ ロ イ
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〔目的〕近 年 ， Norepinephrineか らEpinephrineに 転

換 す る 酵 素 ，
Phenyletbanolamine・N − methyl

−

transferase （PN　MT ）が 副 腎髄質以 外 に
， 脳，

心 筋

及 び ヒ ト 子 宮筋 に 存在 す る 事 が 知 ら れ て い る 。

今 回 ，
ヒ ト子 宮筋 に お け る本酵 素 の 局 在 を免疫 組

織 学的 に
， 又 そ の 活性 を培 養実 験 に て 検 討 し た 。

〔方法〕  PNMT 免 疫組 織 化学 ：患者 の 同意 を得て ，

子宮全摘術時に 採取 した 子宮筋及び筋腫核 を直 ち

に 固定 し
， 抗PNMT 抗 体 を 用 い た PAP 法 に よる 免

疫 染色 を行 い
，
PNMT の 子宮筋内局在を検討 した。

  PNMT 活 性 ：了宮筋をisetonicKCIas液 中 で ホ モ

ジ ナ イ ズ 後 遠 沈 し
，

可 溶 性 分画 を酵素源 と し
，

N 。，m ，t、n ，ph ，in， h 〔
1

℃−
m 。・hyl〕−S− ad ，。 。、yl，ne

−

thionine（O．6nmol ）を 加 え 37℃ 、60 分培 養 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユを

ア ル カ リに て 反 応 停 止
，

C ・
　Metanephrine を抽 出

し，そ の 生成 量 を PNMT 活性 と した 。

〔成績〕  PNMT 免疫組 織化学 ： PAP 免疫染色 に よ る

PNMT 様 免疫組織反応を子 宮筋問質 に 認 め た が
，

筋腫を含む平滑筋 線維 に は認 め られなか っ た 。  

PNMT 活 性 ：培養時間 60分 ま で
， 蛋 白量 2   まで 生

成 量 は直線的 に 増加 した 。 体 部筋 の Norrnetaneph・

rineに 対 す る 本酵 累 の   値 は 9 ．5xx　M で あっ た 。 子

宮 筋 の 部 位 に よ り 本 酵素活 性 は 異な り体 部 101 ．9

pm 。1／me ．　P・・t・i・ ・峡 ZZ・118・・2 ・
・SC・ZZ・88 ・5

， 筋腫核

134 ．9 で あ り ，筋腫核 に 最 も高 い 活 性を認 め た 。

〔結論〕免疫組織化学 的 検討 に よ り， ヒ ト 子宮 筋 の

問 質 に 初 め て PNMT の 局在 を 認 め，又
， 本酵素活性

は 子 宮筋 の 部位 に よ り異 な る 事が 示 さ れ た。子 宮

筋 の 交感 神経 終末以 外 に PNMT 様免 疫 陽性 反応 物

を認 め た 事 は
， 子 宮筋 組 織で の カ テ コ ラ ミ ン 代謝 が

筋 組 織間 質 を 介 して 子 宮収縮調節 に 直接関与 する

可 能性 を示 唆 す る もの と し て 興味 深 い 。

［目的］両側卵巣を摘出した モ ル モ ッ トの 卵管平滑

筋 の ア ド レ ナ リ ン に対す る 反応牲 が卵巣 ス テ ロ イ

ド投与に よ っ て どの よ うに 変化す るか 明 らか に し

よ う と 試み た 。［方 法 ］Hartley系 雌性 成熟 モ ル

モ ッ ト （550〜880g） に 両側卵巣摘出術を施行 し

た、手術は発情休止期 （Day　6’・−Day　12）に行われ

た。前処置 の ホ ル モ ン 注射は 術後 2 週間 以上 た っ

て か ら行 っ た 。 卵巣摘出モ ル モ ッ トは次 の 4 つ の

グ ル ープ に 分けられ た 。（第 i群） 両 側卵巣摘 出

の み施行 しホ ル モ ン 注射な し。（第 H 群） estradi −

01，20μ g ／  ，s．c．を 2 〜 3 日お きに 2週 間続け

る。（第 m 群） progesterone， 3   ／animal 　 s．c ．を

4 〜 5 日間毎 日続け る。（ee　N群） estradiol ，20μ

g ／kg ，　 s．c．を 2 〜 3 日 お きに 続 け な が ら ，

progesterone ，3 田g／animal 　s．c ．を 実験 の 前 4 〜 5

目問毎日続ける。モ ル モ ッ トの 卵 管峡部 （子宮付

着部か ら約3．5  ）を 摘出 し37 ℃ の Krebs液で満た

し た 12mlの organ 　bath内 に 子宮側を 上 に し て 懸垂

し
， そ の 縦走方 向の 機械的反応を等張性 トラ ン ス

デ ュ
ーサ ー （日本光電）を介 し て ポ リ グ ラ フ 上 に

記録 し た。［成績］両側卵巣を摘出 した モ ル モ
ッ ト

の 卵管 平滑筋 に 対 して ア ド レ ナ リ ソ は IO
’SM

以上

の 濃度 か ら用量依存的に 収縮させ た 。卵巣摘出群

に おけ る ア ド レ ナ リ ン の 用量 依存 的な 収縮 は

progesterone 投与に よ っ て は影響を受 け な か っ た

が ，estrogen 投与で は 有意に抑制された。 フ ェ ン

ト ラ ミ ン 同時投 学後 の 弛緩 は estrogen 投与で は 影

響を受けなか っ たが ，progesterone 投 学で は 有意

に 抑制 され た 。 ［結論］去勢 モ ル モ
ッ トの 卵管平滑

筋は エ ス ト卩 ゲ ン 作用時 に β受容体 の 優位性が 認

め ら れ た 。
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